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照合検査

周辺視中心視

官能検査

外観検査の動向

視覚の発達

検査の自動化目視検査

ﾏﾝﾊﾟﾜｰ

技術，知恵

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
省人化

人間工学
感性工学

良さ，美味しさ

精密測定 感性
官能評価

計測工学
検査・分析

周辺視中心視

生産性向上，コスト削減，需要変動対応，
グローバル化対応，トレーサビリティ

WG14: 感察工学研究会の紹介 主査 石井明（香川大学）

⇒さらなる検査自動化，検査員の確保と教育

設立の背景

2011.7.15
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委員構成と研究会概要
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角田 興俊（東京電機大学）

中島 慶人（電力中央研究所）

中野 宏毅（日本IBM）

広瀬 修 （住友化学）

舟橋 琢磨（中京大学）

劉 偉 （ファースト）

佐々木章雄（日立GST)

丸地 三郎（FAビジョン)

有友 秀樹（日立GST)

板垣 忠司（目白ゲノッセン)

松本 俊之（青山学院大学)

石井 明（香川大学）（主査） 設置期間
2年間（2010年2月~2012年1月）

活動日
定例研究会開催日
午前10:30～午後1:30
場所：定例研究会会場近傍

使命
中心視と周辺視を対立軸とする，
①現状の技術の調査と整理
②学問領域の創出

活動経費：年間10万円

唯一の内規
委員間は「さん付け」で呼ぶ。
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研究会活動 【①現状の技術の調査と整理】（途中）

= 直感的・感覚的なインターフェース

・マニュアルを見ずにすぐに使える

・人の五感の補助・強化・拡張

2010.
09.17

2010.
07.09

2010.
05.14

・周辺視目視検査の動向

・瞬きセンサの開発とWinkGlasses

・市販超小型動画カメラによる瞬目

画像の取得と瞬目波形の紹介
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・TEC-Jの取組とタンジブルイン

ターフェースについて

・生産技術開発部における画像

処理適用事例

2

1.感察工学研究会への期待

2.ディスカッション講演

・目視検査の現場から学ぶ外

観検査の自動化

・作業員の動作および意図の

モデリング

1
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研究会活動 【①現状の技術の調査と整理】 （途中）

2011.
07.15

2011.
05.13

2010.
12.03

・ヒトが長く安全に使い続けられる商品

・握りやすく疲れないスポーツ手袋の評価

・左右別設計ソックスRXL Socksのコンセプ

トとこだわり

・ヒトが長く健康に続けられる作業方法

・周辺視目視検査法の導入過程の評価

6

・研究活動領域の整理
・思考を伴わない視覚作業

・「発見・精査」は機械化可能か

・身体動作計測システム

・目視検査作業の最適化

5

・覚醒水準を指標とした効果的

休憩法の提案

・新興国市場戦略における市場

ピラミッドと品質問題 （東大・新宅）

・目視検査工程の見学（山城金属）

4

敗因は過剰品質

品質・機能を見切
った低価格製品が
市場を開く



5

②学問領域の創出（途中）
例：思考を伴わない視覚作業に関する研究

ゴルフ手袋の把持評価 プレス部品の外観目視検査 PC業務中の瞬目測定

生産活動の支援余暇活動の支援 日常生活の支援

生体信号解析
1)脳活動
脳血流，fMRI，VBM

2)ｽﾄﾚｽﾏｰｶｰ
心拍・脈拍，血圧，
呼吸，発汗，唾液
瞬目

自律神経系
（交感神経,副交感神経）

目視検査の改善
（周辺視，瞬間視の活用）

スキル獲得
用具の改善

作業の安定性
（不要な知覚信号のブロック）

生活習慣の改善
（近見・VDT作業）

緊張からリラックスへ
（均衡がとれた姿勢と繰返し動作）

随意神経系（運動神経）
動作の最適化

眼疲労の低減と回復効率的な学習 エイジングフリー

作業分析・動作解析

教育・研修

・緊張とりラックスの制御 ・良判定の安定化 ・遠見視力の向上

神経系 活動

瞬目・眼球運動
・知覚信号検出
・緊張状態検出

・緊張，想起状態
・中心視による凝視状態
・リズミカルな作業状態
・・・・

動作リズム
・認知/判断検出

・思考状態検出

ゴルフ手袋の把持評価 プレス部品の外観目視検査 PC業務中の瞬目測定

生産活動の支援余暇活動の支援 日常生活の支援

生体信号解析
1)脳活動
脳血流，fMRI，VBM

2)ｽﾄﾚｽﾏｰｶｰ
心拍・脈拍，血圧，
呼吸，発汗，唾液
瞬目

自律神経系
（交感神経,副交感神経）

目視検査の改善
（周辺視，瞬間視の活用）

スキル獲得
用具の改善

作業の安定性
（不要な知覚信号のブロック）

生活習慣の改善
（近見・VDT作業）

緊張からリラックスへ
（均衡がとれた姿勢と繰返し動作）

随意神経系（運動神経）
動作の最適化

眼疲労の低減と回復効率的な学習 エイジングフリー

作業分析・動作解析

教育・研修

・緊張とりラックスの制御 ・良判定の安定化 ・遠見視力の向上

神経系 活動

瞬目・眼球運動
・知覚信号検出
・緊張状態検出

・緊張，想起状態
・中心視による凝視状態
・リズミカルな作業状態
・・・・

動作リズム
・認知/判断検出

・思考状態検出
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WG活動の委員会へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

１．定例研究会への企画提案
(1) 2010年度第３回研究会(2010.09.17) テーマ「生活空間・作業空間」

・魅力的な商品企画・開発のためのユーザーエクスペリエンスデザイン
・IEによる組立作業の改善と訓練

・情動同調による人間とロボットの感性コミュニケーション

(2) 2011年度第２回研究会(2011.07.15)テーマ「感性計測技術」

・ソックスのフィット感の追及
・音・振動（波 形）検査装置プロファイルチェッカPK50
・生理計測・心理計測からみたフットウェアの快適性評価
・人の五感による「官能検査」の自動化
・動作センシングによる快適性計測を目指して
・成功する目視検査（WG14：感察工学研究会の紹介を兼ねて）

２．ワークショップ等のセッション企画（予定）
３．報告書



77http://www.eng.kagawa-u.ac.jp/~ishii/kansatsu/

次回研究会案内と入会の勧め

入会資格
・画像応用技術専門委員会の会員
・当該委員の紹介がある方

第7回研究会
2011年9月16日（金）10:30~13:30


